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能
登
半
島
地
震
に
お
け
る
福
祉
事
業
の
教
訓

　

能
登
半
島
地
震
発
生
か
ら
２
年
に
な
る
。
公
共
物
、

施
設
の
復
旧
は
国
や
自
治
体
が
行
う
が
、
民
間
の
福

祉
施
設
の
復
旧
は
さ
ま
ざ
ま
な
補
助
が
あ
る
と
は
い

え
、
自
助
努
力
が
基
本
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
施
設
が

被
害
を
受
け
た
上
に
、
福
祉
利
用
者
と
家
族
が
転
出

し
て
事
業
継
続
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
廃
業
す
る
福

祉
事
業
者
も
出
て
い
る
。
そ
う
な
る
と
、
福
祉
利
用

者
の
い
る
家
族
は
故
郷
に
戻
れ
ず
、
さ
ら
に
人
口
が

減
少
す
る
と
い
う
悪
循
環
に
陥
る
。

　

ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
調
査
で
は
、
災

害
関
連
死
で
最
後
に
体
調
を
崩
し
た

場
所
と
し
て
介
護
施
設
が
最
も
多

か
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

高
齢
者
が
介
護
施
設
に
い
な
が

ら
、
ト
イ
レ
に
不
自
由
し
、
薬
も
な

く
、
衰
え
て
亡
く
な
っ
て
い
っ
た
。

看み

と取
り
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
福
祉
関

係
者
の
悲
し
み
は
い
か
ば
か
り
で
あ

ろ
う
か
。

　

私
た
ち
の
調
査
で
は
、
災
害
発
生

初
期
に
お
い
て
は
、
多
く
の
福
祉
事
業
者
は
行
政
、

保
健
所
、
地
域
住
民
、
医
療
・
看
護
、
あ
る
い
は
同

じ
地
域
の
別
法
人
福
祉
施
設
同
士
の
つ
な
が
り
が
乏

し
く
、
孤
立
し
て
い
た
。

福
祉
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
内
容
と
義
務
化

　

Ｂ
Ｃ
Ｐ（Business Continuity Plan

）と
は
、
一

般
的
に
は「
事
業
継
続
計
画
」と
い
わ
れ
、
危
機
が
発

生
し
た
と
き
に
、
重
要
な
事
業
を
中
断
さ
せ
な
い
、

ま
た
は
中
断
し
て
も
可
能
な
限
り
短
い
期
間
で
復
旧

さ
せ
る
た
め
の「
方
針
、
体
制
、
手
順
」な
ど
を
示
し

た
計
画
で
あ
る
。

　

特
に
、
感
染
症
や
自
然
災
害
の
場
合
は
、
多
く
の

利
用
者
、
職
員
の
人
命
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
の

で
、
事
前
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
作
成
し
て
以
下
の
３
点
を
行

う
こ
と
が
不
可
欠
だ
。

①
利
用
者
や
施
設
職
員
の
安
全
を
確
保
す
る

②
重
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
す
る

③
早
期
に
復
旧
を
図
る

　

２
０
２
４
年
度
に
は
介
護
や
障
が
い
者
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
が
完
全
義
務
化
さ
れ
、ほ

と
ん
ど
全
て
の
事
業
者
が
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
作
成
し
て
い
る
。

災
害
救
助
法
の
改
正
と 

福
祉
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
実
効
性
確
保

　

２
０
２
５
年
５
月
の
災
害
救
助
法
の
改
正
に
お
い

て「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
」が
救
助
の
種
類
に
新
た

に
付
け
加
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
自
治
体
は
地
域
防

災
計
画
の
中
に
、
災
害
医
療
計
画
と
同
様
に
「
災
害

福
祉
計
画
」
の
項
目
を
設
け
て
取
り
組
み
を
具
体
化

す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
最
重
要
な
も
の
の
一
つ
が
、

災
害
時
に
お
け
る
福
祉
事
業
者
に
よ
る
事
業
継
続
や

福
祉
避
難
所
の
運
営
で
あ
る
。

　

皆
さ
ん
の
自
治
体
で
は
福
祉
事
業
者
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ

（
事
業
継
続
計
画
）
を
ど
の
よ
う
に
点
検
さ
れ
て
い
る

だ
ろ
う
か
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
内
容
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
し
た
り
し
て
実
効
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
か
、
精

査
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
、
私
た
ち
が

把
握
し
て
い
る
限
り
、
こ
の
よ
う
な
点
検
を
し
て
い

る
自
治
体
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。

　

そ
こ
で
、
私
が
所
属
す
る
（
一
社
）
福
祉
防
災
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
会
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
実
効
性
を
確
保
し

た
い
と
考
え
る
自
治
体
や
福
祉
事
業
者
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
た
め
、『
ひ
な
型
で
つ
く
る
福
祉
Ｂ
Ｃ
Ｐ
～

福
祉
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
実
効
性
と
災
害
福
祉
計
画
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実
効
性
あ
る
計
画
と
役
立
つ
研
修
・
訓
練
の
手
法
』

（
２
０
２
５
年
３
月
、
東
京
都
福
祉
保
健
財
団
）
で
自

己
点
検
の
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
成
し
て
い

る
の
で
、
そ
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

福
祉
Ｂ
Ｃ
Ｐ
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
総
論
）

　

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
総
論
部
分
は
以
下
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

福
祉
Ｂ
Ｃ
Ｐ
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト（
重
要
度
の
高
い
も
の
）

（
冒
頭
の
数
字
は
厚
生
労
働
省
Ｂ
Ｃ
Ｐ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
自
然

災
害
）
の
項
目
番
号
）　

空
欄
に
◎
○
△
×
を
入
れ
、
△
×
が

付
い
た
項
目
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
対
策
を
取
る
こ
と
で
Ｂ

Ｃ
Ｐ
の
実
効
性
が
高
ま
る
。

１
．３ �

リ
ス
ク
の
把
握（
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
の
確
認
、

被
害
想
定
、
自
施
設
へ
の
影
響
）（
重
要
度
Ａ
）

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
で
自
施
設
の
災
害
リ
ス
ク
を
把

握
し
て
い
る
。

自
治
体
の
Ｈ
Ｐ
等
で
被
害
想
定
を
適
切
に
作
成
し
て

い
る
。

自
施
設
へ
の
影
響
を
適
切
に
見
直
し
て
い
る
。

自
施
設
や
自
宅
、
訪
問
先
の
ハ
ザ
ー
ド
に
つ
い
て
、

職
員
が
理
解
し
て
い
る
。

（
解
説
）
リ
ス
ク
の
把
握
、
被
害
の
予
測
は
危
機
管
理
に
お
い

て
、
最
初
に
す
べ
き
取
り
組
み
で
あ
る
。
水
害
の
危
険
性
が

全
く
な
い
立
地
で
、
水
害
時
の
避
難
計
画
・
訓
練
を
し
て
も

意
味
が
な
い
。
一
方
で
、
他
地
域
で
あ
っ
て
も
水
害
の
影
響

で
停
電
・
断
水
・
通
信
途
絶
・
交
通
途
絶
の
可
能
性
は
あ
る

た
め
、
備
蓄
や
職
員
参
集
体
制
の
整
備
は
必
要
で
あ
る
。

１
．４ �

優
先
業
務
の
選
定（
重
要
度
Ａ
）

（
１
）優
先
す
る
事
業（
複
数
事
業
が
あ
る
場
合
）

優
先
事
業
を
必
要
性
を
踏
ま
え
て
絞
り
込
ん
で
い
る
。

（
２
）優
先
す
る
業
務

優
先
業
務
を
参
集
可
能
人
数
等
を
踏
ま
え
て
適
切
な

内
容
に
訂
正
、
変
更
し
て
い
る
。

（
訪
問
系
の
場
合
）
災
害
時
利
用
者
一
覧
表
（
安
否
確

認
優
先
順
位
）
に
利
用
者
情
報
を
記
入
し
、
優
先
度

を
話
し
合
っ
て
い
る
。

（
解
説
）
同
一
法
人
で
複
数
事
業
を
行
っ
て
い
る
場
合
、
ど
の

業
務
を
優
先
す
る
か
決
め
て
お
か
な
い
と
、
初
動
対
応
で
混

乱
し
や
す
い
。
例
え
ば
、
入
所
、
短
期
入
所
、
通
所
、
訪
問

事
業
を
行
っ
て
い
る
場
合
、
災
害
直
後
は
入
所
・
短
期
入
所

を
優
先
し
、
通
所
お
よ
び
訪
問
は
中
止
す
る
、
な
ど
で
あ
る
。

　

な
お
、
通
所
、
訪
問
は
被
災
し
た
利
用
者
・
家
族
か
ら
は

再
開
を
強
く
望
む
声
が
上
が
る
。
福
祉
事
業
者
は
で
き
る
限

り
、
早
期
に
中
止
事
業
を
再
開
す
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
Ｂ

Ｃ
Ｐ
は
そ
の
た
め
に
あ
る
。

１
．５ �

研
修
・
訓
練
の
実
施
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
検
証
・
見

直
し（
重
要
度
Ａ
）

（
５

－

１
）研
修
・
訓
練
の
実
施

毎
年
、
定
期
的
に
全
職
員
を
対
象
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ
研
修
を

実
施
し
て
い
る
。

毎
年
、
定
期
的
に
机
上
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。

２
か
月
に
１
回
程
度
、
多
様
な
実
動
訓
練
を
実
施
し

て
い
る
。

（
解
説
）
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
日
常
業
務
で
な
い
た
め
、
職
員
の
研
修
、

訓
練
に
よ
り
、
知
識
の
定
着
と
行
動
力
の
強
化
の
た
め
に
欠

か
せ
な
い
。
実
効
性
を
測
定
す
る
た
め
に
は
、
最
重
要
な
項

目
で
あ
る
。
特
に
、
人
事
異
動
後
、
出
水
期
前
の
４
月
～
５

月
に
か
け
て
研
修
と
訓
練
を
行
う
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
研

修
、
訓
練
方
法
に
つ
い
て
は
本
書
の
第
５
章
で
丁
寧
に
説
明

し
て
い
る
。

（
５

－

２
）Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
検
証
・
見
直
し（
重
要
度
Ｓ
）

毎
年
２
回
以
上
、
最
新
の
動
向
を
把
握
し
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ

を
見
直
し
て
い
る
。

（
極
め
て
重
要
）
毎
年
２
回
以
上
、
職
員
研
修
や
訓
練

を
通
じ
て
判
明
し
た
課
題
に
つ
い
て
職
員
参
加
で
話

し
合
い
、「
対
策
」、「
担
当
者
」、「
実
施
時
期
」
等
を

定
め
て
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
反
映
し
て
い
る
。

（
解
説
）
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
生
き
た
計
画
と
す
る
た
め
に
は
、
検
証
・

見
直
し
を
継
続
し
、
常
に
新
鮮
な
状
態
に
保
つ
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
る
。
こ
の
取
り
組
み
を
Ｂ
Ｃ
Ｍ
（
事
業
継
続
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
）と
い
う
。

　

さ
て
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
実
効
性
に
つ
い
て
、
簡
単
に
判
断

す
る
方
法
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
災
害
時
に
実

効
性
を
持
た
な
い
Ｂ
Ｃ
Ｐ
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
は

す
ぐ
に
分
か
る
。
職
員
参
集
、
物
資
の
備
蓄
、
電
気

や
水
の
確
保
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
て
も
、
実
際
に

で
き
て
い
な
い
場
合
な
ど
で
あ
る
。
一
方
で
、
あ
る

程
度
で
き
て
い
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
が
、
本
当
に
実
効
性
を
持

つ
か
を
判
断
す
る
の
は
難
し
い
。
災
害
は
極
め
て
多

様
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
優
劣
を
判
断
す
る
た
め
に
、

私
た
ち
は
Ｂ
Ｃ
Ｍ
が
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
で
判
断

す
る
。
毎
年
、
職
員
研
修
、
訓
練
、
改
善
が
さ
れ
て

い
れ
ば
、
実
効
性
が
高
い
だ
ろ
う
と
推
定
で
き
る
か

ら
だ
。
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